
 
日
頃
か
ら
本
校
の
進
路
指
導
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 


 

昨
春
卒
業
生
の
受
験
結
果
（
２
０
１
９
年
度
入
試
） 

 

昨
春
の
合
格
者
内
訳
は
、
国
公
立
大
学
５
８
名
、
私
立
大
学
２
６
５
名
、
短
期
大
学
４
名
、
専
修
・

専
門
学
校
６
名
、
就
職
１
名
、
海
外
の
大
学
１
名
で
す
。
四
年
制
大
学
に
つ
い
て
は
、
国
公
立
、
私
立

と
も
に
２
０
１
８
年
度
入
試
よ
り
も
多
い
合
格
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
旧
帝
大
（
東
京
大

学
、
東
北
大
学
）、
国
際
教
養
大
学
、
医
学
部
医
学
科
等
の
難
関
大
学
、
ま
た
私
立
大
学
に
つ
い
て
は

首
都
圏
大
学
の
合
格
者
絞
り
込
み
が
緩
和
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
矢
板
東
高

校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
進
路
室
よ
り
」
を
ご
覧
下
さ
い
。
こ
ち
ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
受
験
結
果

の
他
に
も
、
校
内
で
の
行
事
や
県
外
で
行
わ
れ
た
講
演
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
報
告
も
載
せ
て
お
り

ま
す
。
お
時
間
の
あ
る
と
き
に
ご
高
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

進
路
室
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 


 

２
０
１
９
年
度
の
挑
戦 


 

リ
ン
ガ
ス
キ
ル 

 

こ
れ
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
（C

o
m

p
u

ter B
ased

 T
estin

g

）
版
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
英
語
検
定
で
す
。
４
技

能
（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
リ
ス
ニ
ン
グ
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
）
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
毎

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
問
題
が
出
題
さ
れ
、
受
検
生
は
キ
ー
ボ
ー
ド
、
マ
ウ
ス
、
マ
イ
ク
を
通
じ
て
解

答
し
ま
す
。
生
徒
の
解
答
状
況
に
応
じ
て
問
題
数
や
難
易
度
が
個
別
最
適
化
さ
れ
る
の
で
、
幅
広

い
レ
ベ
ル
の
語
学
力
を
測
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
評
価
に
は
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
共
通

参
照
枠
）
が
用
い
ら
れ
、
４
技
能
別
評
価
と
総
合
評
価
が
約
１
０
日
後
に
返
却
さ
れ
ま
す
（
Ｃ
Ｅ

Ｆ
Ｒ
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
）。
日
本
航
空

等
の
国
内
企
業
や
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
、
香
港
上
海
銀
行
等
海
外
企
業
に
お
け
る
社
員
教
育
で
も

活
用
さ
れ
始
め
て
お
り
ま
す
。
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
や
情
報
通
信
技
術
が
加
速
度
的
に
発
達
す
る

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
は
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経

済
協
力
開
発
機
構
）
が
行
っ
て
い
る
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
生
徒
の
学
習
到
達
度
調
査
）
に
は
Ｃ
Ｂ
Ｔ
形
式

が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
（
来
年
度
か
ら
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
と
改

称
）
も
い
ず
れ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
形
式
に
な
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
お
り
ま
す
（
解
決
す
べ
き
課
題
は
あ
り

ま
す
が
）。
時
代
を
見
越
し
て
の
挑
戦
で
す
。 


 

Ｇ
Ｓ
Ｔ
（G

en
eric S

k
ill T

est

） 

 

こ
の
呼
称
は
本
校
独
自
の
も
の
で
、
採
用
し
て
い
る
の
は
河
合
塾
が
開
発
し
た
「
学
び
み
ら
い

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」
と
い
う
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
で
す
。
現
高
校
１
年
生
か
ら
導
入
し
、
年
次
進
行
し

て
２
０
２
１
年
度
に
全
学
年
に
導
入
す
る
計
画
で
す
。
文
部
科
学
省
が
進
め
て
い
る
高
大
接
続

改
革
の
議
論
の
中
に
「
学
力
の
三
要
素
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
登
場
し
ま
す
。
こ
れ
は
次
の
よ
う

に
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。 



 
 

 

① 

知
識
・
技
能
の
確
実
な
習
得 

 
 

 
② 

（
①
を
基
に
し
た
）
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力 

③ 
主
体
性
を
持
っ
て
多
様
な
人
々
と
協
働
し
て
学
ぶ
態
度 

こ
の
「
学
力
の
三
要
素
」
と
、
生
活
パ
タ
ー
ン
や
職
業
適
性
、
文
理
傾
向
の
「
志
向
性
」
を
測
り

ま
す
。
特
に
注
視
し
て
い
き
た
い
点
は
、
三
要
素
の
②
と
③
の
変
容
で
す
。
こ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

で
は
、
②
に
対
応
す
る
力
を
「
リ
テ
ラ
シ
ー
（
知
識
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
力
）」、
③
に

対
応
す
る
力
を
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
経
験
を
積
む
こ
と
で
身
に
つ
い
た
行
動
特
性
）」
と
呼
び
、

二
つ
を
合
わ
せ
て「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
ス
キ
ル
」と
称
し
て
い
ま
す
。ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
か
ら
、

生
徒
は
自
分
の
強
み
と
弱
み
を
把
握
し
、
そ
の
後
の
行
動
計
画
を
考
え
ま
す
。
教
員
は
教
科
試
験

の
点
数
や
偏
差
値
に
よ
る
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
把
握
に
加
え
、
リ
テ
ラ
シ
ー
と
コ
ン
ピ
テ
ン
シ

ー
と
い
う
「
新
し
い
も
の
さ
し
」
に
よ
る
生
徒
理
解
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
生
徒
集
団
と
し
て
の

特
性
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
新
学
習
指
導
要
領
で
謳
わ
れ
て
い
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
、
教
育
計
画
の
立
案
に
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
デ
ー
タ
に
よ
る

可
視
化
で
、
教
員
生
徒
各
自
に
考
え
る
材
料
を
提
供
し
ま
す
。 


 

こ
れ
か
ら
の
矢
東
生
が
生
き
て
い
く
時
代 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
」
と
「
定
年
消
滅
」
で
す
。
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
と
は
、「V

o
latility

（
不
安
定

さ
）
、U

n
certain

ty

（
不
確
実
さ
）
、C

o
m

p
lexity

（
複
雑
さ
）
、A

m
b

ig
u

ity

（
曖
昧
さ
）
の
頭
文
字

か
ら
な
る
造
語
で
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
と
り
ま
く
環
境
が
複
雑
性
を
増
し
、
将
来
の
予
測
が
困
難
に
な

っ
た
状
態
」（
出
典
：
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
変
化
の
時
代
を
生
き
抜
く
７
つ
の
条
件 

柴
田
彰
・
阿
部
雅
仁
・
加

藤
守
和
著 

日
本
経
済
新
聞
出
版
社

）
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
「
定
年
消
滅
」
に
つ
い

て
は
、
以
下
の
本
を
お
読
み
い
た
だ
く
と
よ
ろ
し
い
か
と
存
じ
ま
す
。 

定
年
消
滅
時
代
を
ど
う
生
き
る
か 

中
原
圭
介
著 

講
談
社
現
代
新
書

 

昭
和
、
平
成
の
成
功
体
験
は
通
用
し
に
く
い
（
通
用
し
な
い
と
言
っ
て
も
い
い
）
現
代
で
す
。
し
か
し
、

大
人
た
ち
は
自
分
の
「
成
功
も
の
さ
し
」
を
基
準
に
し
て
若
者
に
語
り
が
ち
で
す
。
も
ち
ろ
ん
不
易
な

部
分
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
技
術
は
日
々
進
化
し
、
新
し
い
学
術
的
知
見
も
蓄
積
さ
れ
て
き
て
お
り

ま
す
。
価
値
観
も
昭
和
の
バ
ブ
ル
期
か
ら
３
０
年
以
上
も
経
て
ば
変
わ
り
ま
す
。
ト
レ
ン
ド
に
対
す
る

順
応
力
が
高
い
若
者
た
ち
か
ら
得
る
も
の
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
前
出
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
そ
の

一
つ
で
す
。
キ
ー
ボ
ー
ド
世
代
の
私
は
こ
れ
ま
で
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
載
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
た
本
校
の

若
手
教
員
に
「
今
は
ス
マ
ホ
の
時
代
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
す
よ
。」
と
言
わ
れ
、
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
（
私

は
ガ
ラ
ケ
ー
の
人
間
な
の
で
）。
と
て
も
小
さ
な
こ
と
で
す
が
、
今
年
度
新
た
に
得
た
学
び
で
す
。 




 

求
め
ら
れ
る
の
は
「
学
ぶ
」「
学
び
続
け
る
」「
学
び
直
す
」
資
質
と
態
度 

 
私
た
ち
は
加
速
度
的
に
変
化
す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
知
識
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
最
近
の
大
学
の
学
び
は
「
学
び
方
を
学
ぶ
」
色
合
い
が
以
前
よ
り
濃
く
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
九
州
大
学
共
創
学
部
や
新
潟
大
学
創
生
学
部
が
そ
の
代
表
例
で
す
。
大
学
で
過
ご
す
時
間
よ

り
も
、
卒
業
し
た
後
の
時
間
の
方
が
は
る
か
に
長
い
。
人
生
の
節
目
で
は
新
し
い
こ
と
を
学
び
直
す
場

面
も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
今
春
卒
業
す
る
矢
東
生
に
は
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
そ
の
礎
を
築
く
こ
と
を

切
に
願
い
ま
す
。
そ
し
て
、
す
で
に
社
会
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
大
人
た
ち
へ
。 

 

「
終
身
雇
用
を
前
提
に
す
る
こ
と
が
限
界
に
な
っ
て
い
る
。」（
経
団
連 

中
西
宏
明
会
長
） 

 

「
雇
用
を
続
け
る
企
業
な
ど
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
も
う
少
し
出
て
こ
な
い
と
、
な
か
な
か
終
身

雇
用
を
守
っ
て
い
く
の
は
難
し
い
局
面
に
入
っ
て
き
た
」（
ト
ヨ
タ
自
動
車 

豊
田
章
男
社
長
） 

 

こ
の
よ
う
な
時
代
で
す
。
所
属
組
織
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
そ
の
た
め
に
は
学
ぶ
こ
と
、
学
び
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
の
組

織
に
い
て
も
新
し
い
組
織
に
移
っ
て
も
、
仕
事
が
変
わ
っ
た
ら
学
び
直
す
こ
と
も
必
要
で
す
。
あ
な
た

の
後
ろ
を
歩
い
て
い
る
若
者
た
ち
は
あ
な
た
の
背
中
を
見
て
い
ま
す
。 


